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しょめい ちょしゃ しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう ないよう

ほわほわさくら
ひがし　なおこ／さく
きうち　たつろう／え くもん出版 Sｴﾎﾝ

ほわほわとさくらのはなびらがまっています。あっちからもこっちから
もほわほわふわん。おいけのうえですいすいすすす。ゆらゆらゆうら
ん。さくらのおふねがゆっくりすすみます。まるでさくらがうたってい
るようです。さくらのはなびらはどこまでいくのでしょうか。

はるのあしおと
千世　繭子／作
高野　紀子／絵 フレーベル館 ｴﾎﾝ/ﾀ

冬のある日、ノウサギは、森の木々をばたばたとたたく、ふしぎな音で
目をさましました。それは雨の音でした。はげしい雨が三日もつづいた
あと、雨はぽたぽたとやさしい音にかわりました。ノウサギがすあなか
らかおをだすと、冬のにおいはきえていました。

がたごとがたごと
内田　麟太郎／文
西村　繁男／絵

童心社 ｴﾎﾝ/ﾆ

ある春のはれた日、でんしゃがしゅっぱつしました。がたごとがたご
と、いろんな道をたくさんのおきゃくをのせて走ります。えきにつきま
した。たくさんの人がおりていきます。がたごとがたごと、とおいとこ
ろまででんしゃは走りつづけます。がたごとがたごと。

おやゆびひめ

アンデルセン／作
カンタン・グレバン／絵
松井　るり子／再話 岩波書店 ｴﾎﾝ/ｸ

チューリップのようなはなからおんなのこがうまれました。おんなのこ
は、おやゆびひめとよばれました。あんまりちいさくかわいかったの
で、おやゆびひめは、いろんないきものにさらわれたり、けっこんさせ
られそうになったりします。かわいそうなおやゆびひめは、どうなって
しまうのでしょう。

野ばらの村のピクニック
ジル・バークレム／作・絵
こみや　ゆう／訳

出版ワークス ｴﾎﾝ/ﾊ

野ばら村にはたくさんのねずみがすんでいます。きょうはウィルフレッ
ドのたんじょうび。あさいちばんにプレゼントのたてぶえをもらってご
きげんです。じつはプレゼントはほかにもあるのです。村のみんなはな
いしょでピクニックのじゅんびをしています。

のいちごつみ さとう  わきこ／さく・え 福音館書店 ｴﾎﾝ/ｻ

あたたかいかぜがふきはじめ、ばばばあちゃんは、のいちごつみにいき
ました。かごいっぱいになったら、ぽかぽかてんきがここちよく、
ちょっとおひるね。ばばばあちゃんをむかえにきたどうぶつたちと、か
ぞえうたをうたいながら、のいちごをぱくり。あしたはみんなでつん
で、ジャムをつくろう。
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春がきた！でかけよう！！


